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生徒会新体制発足～リーダーのバトンは３年生から２年生へ～
本年度も残り半年を切り、これまで生徒会活動を牽引してきた３年生から、リーダーのバトンが２年生

に渡される時期となりました。一足早く新体制での活動が始まっていた部活動に続き、１０月３日には生
徒会長をはじめとする新総務役員が、１８日には新専門委員長が決定しました。２４日の任命式を経て新
体制となる生徒会の新たな挑戦に期待しています。

３日の生徒会総務役員選挙立会演説会では、各候補者から「今以上
の勝山中学校を」との思いが語られ、頼もしく思いました。新しいリ
ーダーには、自らが示した公約実現のために、しっかり頭をひねって、
様々なアイディアを出してほしいと思います。作戦を練ってほしいと
思います。「自分たちが本当に目指したいことは何か」をもう一度明
確にし、「そのために必要なことは？」「どんな手順で？」「どうやっ
てみんなを巻き込む？」などなど、具体的なイメージを増やしていっ
てください。今の新鮮な気持ちを大切にしながら、一歩ずつ前進です。

１８日の専門委員長選挙立会演説会でも、意欲を持った候補者がそ
れぞれの思いを熱く語りました。「勝山中は生徒会活動が盛んなんで
すね」と、来校された方が廊下の掲示物等を見て言ってくださること
があります。各委員会がそれぞれの活動を確かに積み上げてきている
証だと思います。新委員長には、これまでの取組に加え、さらに新し
いものにも挑戦していってほしいと思います。

どちらの選挙においても、各候補者（応援演説者）の真剣な姿勢が、いい緊張感とともに伝わってきま
した。話を聞く側の姿勢も立派でした。また、この選挙の準備・運営に取り組んだ選挙管理委員の仕事ぶ
りも素晴らしかったです。一人ひとりがそれぞれの立場できちんと責任を果たした選挙でした。生徒会活
動は役員だけが行うものではありません。これからも、一人ひとりが役割を果たして、みんなで新しい勝
山中学校生徒会を盛り上げていってほしいと思います。

由利先生、お世話になりました
４月から養護助教諭として本校に勤務い

ただいた由利七奈先生が、この度川上小学
校へ赴任されることとなりました。本校最
後の勤務日となった１０月１１日の離任式
では、生徒代表のメッセージや花束が由利
先生に贈られ、先生からも全校生徒に励ま
しの言葉をいただきました。最後は、花道
を作ってみんなでお送りしました。
由利先生の、新任地川上小学校でのご活躍を心よりお祈りいたします。

生徒会総務役員選挙立合演説会より


